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1 は じ め に

乳 牛 で は 受 胎 率 の 低 下 が 問 題 と な っ て お

り 、 そ の 原 因 の 一 つ と し て 子 宮 内 膜 に お け

る 上 皮 成 長 因 子 （ EGF） の 発 現 異 常 が 高 産

乳 牛 や リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー で 確 認 さ れ て い

る 。 正 常 牛 の 子 宮 内 膜 EGF 濃 度 は 、 発 情 2

～ 4 日 目 お よ び 13 ～ 14 日 目 に 上 昇 し 二 峰

性 の ピ ー ク を 示 す が 、 リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー

牛 で は こ の ピ ー ク が 低 下 し 、 周 期 的 変 動 が

消 失 す る こ と が 報 告 さ れ て い る
1 )。 最 近 、

牛 精 漿 を リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー 牛 の 膣 内 に 注

入 す る こ と に よ っ て 子 宮 内 膜 の EGF 発 現 が

正 常 化 し 、 受 胎 性 が 向 上 し た と の 報 告 が あ

る 。 そ こ で 今 回 は 、 場 内 で 繋 養 し て い る 黒

毛 和 種 種 雄 牛 の 精 漿 を ホ ル ス タ イ ン 種 リ ピ

ー ト ブ リ ー ダ ー 牛 に 投 与 し 、 そ の 効 果 に つ

い て 検 討 し た 。

2 試 験 方 法

( 1 )実 験 1「 種 雄 牛 精 漿 の 子 宮 内 膜 EGF 濃

度 増 強 効 果 」

1 )精 漿 の 分 離

場 内 で 繋 養 し て い る 黒 毛 和 種 種 雄 牛 9 頭

の 精 液 を 採 取 し 性 状 検 査 を 実 施 後 、 直 ち に

2200rmp、 15 分 間 遠 心 分 離 を 行 い 上 清 を 回 収

し た 。 こ の 上 清 を 再 度 遠 心 分 離 を 行 い 、 得

ら れ た 上 清 （ 精 漿 ） を -80 ℃ で 凍 結 後 融 解

し 、 1.8ml の ク ラ イ オ チ ュ ー ブ に 0.5ml ず つ

分 注 し 、 使 用 時 ま で -80 ℃ で 保 存 し た 。

2 )子 宮 内 膜 の 採 取

a.供 試 牛

ホ ル ス タ イ ン 種 経 産 45 頭 （ 5 頭 ／ 1 種 雄

牛 ）

b.採 材 ス ケ ジ ュ ー ル

1 回 目 の 発 情 日 （ 0 日 目 ） か ら 3 日 目 に

非 黄 体 側 の 子 宮 内 膜 を 採 取 し た 。 2 回 目

の 発 情 日 に 精 漿 0.5ml を PBS( -) 9.5ml で 希 釈

し た も の を 子 宮 頚 管 開 口 部 を 避 け て 膣 内

に 注 入 し 、 3 日 目 に 非 黄 体 側 の 子 宮 内 膜

を 採 取 し 、 EGF 濃 度 を 測 定 し た 。

( 2 ) 実 験 2「 ホ ル ス タ イ ン 種 リ ピ ー ト ブ リ

ー ダ ー 牛 へ の 黒 毛 和 種 種 雄 牛 精 漿 の 注 入 効

果 」

1 )供 試 牛

場 内 で 繋 養 中 の ホ ル ス タ イ ン 種 リ ピ ー ト

ブ リ ー ダ ー 牛 4 頭

2 )ス ケ ジ ュ ー ル

発 情 日 （ 0 日 目 )に 人 工 授 精 （ AI） 後 、

種 雄 牛 F の 精 漿 0.5ml を PBS ( -) 9.5ml で 希 釈

し た も の を 子 宮 頚 管 開 口 部 を 避 け て 膣 内 に

注 入 し 、 3 日 目 に 非 黄 体 側 か ら 子 宮 内 膜 を

採 取 し 、 EGF 濃 度 を 測 定 し た 。

3 試 験 結 果 及 び 考 察

（ 1） 実 験 1

採 取 直 後 の 精 液 の 性 状 検 査 の 結 果 は 、

採 取 量 4.5 ～ 10.5ml、 精 子 数 1.8 ～ 14.1 億 精

子 ／ ml で 活 力 は 50 ～ 80 ( +++)で あ っ た 。

精 漿 未 注 入 時 の 子 宮 内 膜 EGF 濃 度 を 100%

と し た 場 合 の 精 漿 注 入 後 の EGF 濃 度 の 比 率
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を EGF 濃 度 増 強 効 果 と し て 算 出 し た 。 500%

以 上 を A、 350%以 上 500%未 満 を B、 100%以

上 350%未 満 を C、 100%と 未 満 を D と 判 定 し

た と こ ろ 、 A 判 定 1 頭 、 B 判 定 3 頭 、 C 判

定 4 頭 、D 判 定 1 頭 と な り 、種 雄 牛 F が 536.7

± 58.0%と 最 も 高 く 、種 雄 牛 H が 66.0 ± 14.8%

と 最 も 低 か っ た （ 表 1）。 以 上 の 結 果 か ら 、

精 漿 の 子 宮 内 膜 EGF 濃 度 増 強 効 果 は 、 種 雄

牛 に よ っ て 大 き く 異 な り 、 最 も 高 い 増 強 効

果 を 示 し た 種 雄 牛 F の 精 漿 を ホ ル ス タ イ ン

種 リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー 牛 へ 投 与 し 、 そ の 効

果 に つ い て 検 討 す る こ と と し た（ 実 験 ２ ）。

（ 2） 実 験 2

過 去 5 年 間 の 当 場 に お け る ホ ル ス タ イ ン

種 経 産 牛 に お け る 年 間 平 均 受 胎 頭 数 は 33.4

頭 、 平 均 AI 等 回 数 は 3.14 ± 0.17 回 で あ り 、

全 体 の 28.1%が 4 回 以 上 の AI 等 を 要 し て い

た 。 こ れ ら の 牛 は 、 3 回 目 の AI 等 で 不 受 胎

と な っ た 後 、 受 胎 ま で に さ ら に 2.54 回 の AI

等 を 要 し 、 そ の 間 の 空 胎 日 数 は 154.3 日 間

で あ っ た （ 表 2）。 こ れ に 対 し 、 今 回 精 漿

を 注 入 し た 試 験 牛 は 、 精 漿 注 入 開 始 か ら

1.50 回 の AI で 受 胎 し 、 そ の 間 の 空 胎 日 数 は

69.0 日 （ 表 2） と 、 精 漿 を 注 入 す る こ と で

追 加 AI 回 数 お よ び そ の 間 の 空 胎 日 数 が 減

少 し た 。 試 験 牛 の 子 宮 内 膜 の EGF 濃 度 は 、

1.78 ～ 13.11ng/g 組 織 重 量 で あ っ た （ 表 3）。

片 桐 ら は 、 発 情 後 3 日 目 の 子 宮 内 膜 EGF 濃

度 に つ い て 、 リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー 牛 の 約

70%が 、 正 常 値 の 下 限 で あ る 4.9ng/g 組 織 重

量 未 満 で あ っ た こ と を 報 告 し て い る 2)。 こ

の 値 を 基 準 値 と す る と 、 今 回 の 試 験 牛 4 頭

中 3 頭 が 基 準 値 を 上 回 っ て お り 、 精 漿 注 入

に よ っ て 子 宮 内 膜 の EGF 発 現 が 正 常 化 し た

可 能 性 が 考 え ら れ た 。

4 ま と め

以 上 の 結 果 か ら 、 黒 毛 和 種 精 漿 の 子 宮 内

膜 EGF 発 現 増 強 効 果 は 、 種 雄 牛 に よ っ て 異

な る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 ホ ル ス

タ イ ン 種 リ ピ ー ト ブ リ ー ダ ー 牛 へ の 黒 毛 和

種 精 漿 の 膣 内 注 入 に よ り 、 子 宮 内 膜 の EGF

発 現 が 正 常 化 し 受 胎 性 が 向 上 す る 可 能 性 が

示 唆 さ れ た 。

表 1 子宮内膜EGF濃度増強効果

表 2 リピートブリーダー牛への精漿注入効果

表 3 子宮内膜EGF濃度および受胎成績
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AI等回数
（回）

48 2.54 154.3

あり 4 1.5 69.0

            ※精漿注入開始～受胎まで

            ※※精漿注入開始直前のAI日～受胎まで

精漿注入

なし

頭数 空胎日数
（日）

3回目のAI等(-)～受胎まで

※ ※

精漿注入前
精漿注入～
受胎まで

H88 3 1 7.05 +

H67 3 1 1.76 +

H120 3 1 13.11 +

(未測定） -

9.41 -

11.38 +

AI回数

妊否
EGF濃度

(ng/g組織重
量）

牛番号

H115 37

種雄牛 判定

A 287.7 ± 19.7 C

B 328.3 ± 44.4 C

C 383.7 ± 49.1 B

D 347.7 ± 62.1 C

E 457.7 ± 53.9 B

F 536.7 ± 58.0 A

G 488.0 ± 52.0 B

H 66.0 ± 14.8 D

I 281.7 ± 50.8 C

EGF濃度増強効果(%)
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